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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 
南九州地方の里山に位置する宮崎大学農学部田野フィールド（演習林）内の，ヒノキ壮齢林（90 年生）と常緑広葉樹二
次林（約 90 年生）の２つの流域から流れ出る渓流の水質を比較した。流域の面積はそれぞれ 0.7 ha と 0.5 ha であ
り，基岩はともに第三紀砂岩，土壌はともに褐色森林土であった。2005 年の１年間の降水量は 3085 mm であった。水
質の測定は基底水量時に約１週間おきに，また降水に伴う増水時に水量の変化に伴い短い時間間隔で，採水し，研
究室に持ち帰りイオンクロマトグラフィで無機イオン濃度を定量した。１年間の平均の基底水量時の無機イオン濃度
は，ナトリウム，カリウム，カルシウム，マグネシウム，塩素，硫酸の各イオンは広葉樹林流域の方が高かった。これら
のイオンの濃度は，土壌中や基岩中といった比較的深いところでの水の経路を反映していると言われていることもあ
り，今回の違いが植生の影響であるとは結論づけられなかった。一方，硝酸イオン濃度は両流域でほぼ等しく，アンモ
ニウムイオン濃度は広葉樹林流域の方が低かった。両流域で基底水量時の濃度に違いが認められなかった硝酸イオ
ンについて，その起源（表層土壌）の影響を反映しやすい降水に伴う増水時の濃度変化を比較したところ，増水に伴う
濃度ピークにおいても両流域で顕著な違いは認められなかった。これらのことから，針葉樹林と広葉樹林では表層土
壌中に高濃度に存在し植生との相互作用の大きい硝酸態窒素においても，渓流水の水質に与える影響の違いは大き
くないと結論づけられる。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
Runoff chemistry of small catchment with coniferous and broadleaved forests was compared.  Age of the 
vegitation, area, base rock and soil of the both catchments were not distinctly different.  As a result, 
mineral ion concentrations were higher in the broadleaved forest runoff than coniferous.  Only nitrate 
concentration was not different between the catchments.  The nitrate concentratios at flooding with 
rainfall were also not different.  Therefore, the effects of the vagetation on the runoff chemistry 
would be not distinct.   

 


